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の解析, 日本薬学会第124年会, 2004. 3. 29 - 31, 大阪. 

　15 ） 吉澤千絵子, 北出万紀子, 御影雅幸, 中国産マオウ属植物の研究（11）, 漢薬「麻黄」の古来の原

植物に関する考証研究, 日本薬学会第124年会, 2004. 3. 29 - 31, 大阪. 
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3. 29 - 31, 大阪. 

　17 ） 谷口夕理, 垣内信子, 御影雅幸, 勝山附子の研究, 日本薬学会第124年会, 2004. 3. 29 - 31, 大阪. 
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　19 ） 御影雅幸, 近藤直子, 吉澤千絵子, 垣内信子, 陳虎彪, 蔡少青, 高橋晃, 安田和弘, 高橋志保子, 中

国産マオウ属植物の研究（12）, 内蒙古産マオウ属植物のアルカロイド, 日本生薬学会第51回

年会, 2004. 9. 9, 神戸. 

　20 ） 御影雅幸, 吉光見稚代, 「金沢糸1号」完成の経緯, 日本アーユルヴェーダ学会第26回研究総会, 

2004. 11. 27 - 28, 札幌. 

　21 ） 吉光見稚代, 青山友紀, 御影雅幸, 金沢糸1号の改良研究, 日本アーユルヴェーダ学会第26回

研究総会, 2004. 11. 27 - 28, 札幌. 

　22 ） 奥津果優, 吉光見稚代, 小此木明, 御影雅幸, Ksharaの応用研究-原料植物とその構成元素-, 日

本アーユルヴェーダ学会第26回研究総会, 2004. 11. 27 - 28, 札幌. 

　23 ） 隆 長鋒, 垣内 信子, 北岡 文美代, 大場 秀章, 御影 雅幸, 日本産及び韓国産アケビ属植物の遺

伝子分析, 日本薬学会第125年会, 2005. 3. 27 - 29, 東京. 

　24 ） 渥美 聡孝, 垣内 信子, 中村 憲夫, 服部 征雄, 御影雅幸, 茯苓の性状と成分との相関, 日本薬学

会第125年会, 2005. 3. 27 - 29, 東京. 

　25 ） 表貴之, 木谷友紀, 朱妹, 小松かつ子, 御影雅幸, �������属植物の遺伝子解析とモンゴル産同

属植物の有用性に関する研究（1）, 日本生薬学会第52回年会, 2005. 9. 16 - 17, 金沢. 

　26 ） 垣内信子, 井上景子, 大久保圭祐, 栗田幸昌, 御影雅幸, 津田喜典, パキスタン北部の�������属

植物資源, 日本生薬学会第52回年会, 2005. 9. 16 - 17, 金沢. 

　27 ） 三浦明子, 吉光見稚代, 御影雅幸, ウコンの精油の抗菌活性, 日本アーユルヴェーダ学会第27

回研究総会, 2005. 11. 12 - 13, 静岡. 

　28 ） 御影雅幸, 大久保圭祐, 吉光見稚代, Kshara Sutra作製用乳液の代替と保存方法の検討, 日本

アーユルヴェーダ学会第27回研究総会, 2005. 11. 12 - 13, 静岡. 

　29 ） 渥美 聡孝, 垣内 信子, 御影雅幸, 漢薬「茯苓」の核rDNA 解析による産地特定の検討, 日本薬学

会第126年会, 2006. 3. 28 - 30, 仙台. 

　30 ） 垣内 信子, 栗田 幸昌, 中島 育美, 御影雅幸, 中国産マオウ属植物の研究（14）, 寧夏回族自治区

における栽培マオウの種同定とエ フェドリン型アルカロイド含量, 日本薬学会第126年会, 

2006. 3. 28 - 30, 仙台. 
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